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ここにも、一つの物語。
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保険証の変更と

保険料の決定

後期高齢者医療制度のお知らせ

皆さんが納める
後期高齢者医療保険料は、
安定した医療制度を維持するための
大切な財源です。
納め忘れのないようにお願いします。

生活健康課町民室（本庁）（56）2222
住民生活室（総合支所）　 （58）7070
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　所得の低い人や健康保険組合などの被扶養者だった人は、次のとおり保

険料が軽減されます。

◆所得が低い人に対する軽減

　世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額の合

計額がからの場合、次のとおりの軽減措置をします。

33万円以下の人……均等割８．５割軽減

 の内、世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下で、他の所得がな

い人……均等割９割軽減

33万円＋{24.5万円×被保険者数(世帯主を除く)}以下の人

……均等割５割軽減

33万円＋｛35万円×被保険者数｝以下の人……均等割２割軽減

　年金収入が153万円以上211万円以下※の人は、所得割が５割軽減となり

ます。※年金収入のみの人の基準。そのほかの所得がある人は、基礎控除

後の総所得金額などが58万円以下の場合に適用されます。

◆被用者保険の被扶養者だった人に対する軽減

　後期高齢者医療制度に加入する前日まで｢会社などの健康保険組合など

の被扶養者」だった人は所得割が課されず、均等割が９割軽減されます。

納付月

▼徴収方法

平成24年 平成25年

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

仮徴収されていて確
定賦課でも年金差し
引きとなる人

○ ○ ○ ○ ○ ○

仮徴収されていて確
定賦課で普通徴収と
なる人

○ ○ ○ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

仮徴収されていなく
て確定賦課で年金差
し引きとなる人

◆ ◆ ○ ○ ○

仮徴収されていなくて確定
賦課で普通徴収となる人、
および既に年金差し引き中
止を申し出ている人

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

※年度の途中で75歳になった人や他市町村から転入してきた場合などは、しばらくの間は現金または口座振替での納付（普通徴収）と
なりますのでご注意ください。

●保険料納付方法・納付月　○=年金差し引き　◆=現金または口座振替

●保険料の軽減措置について


